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人
事
院
勧
告
に
従
い
国
家
公

務
員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
こ
れ

に
併
せ
て
、
職
員
の
給
与
を
改

定
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
職
員
の
給
料
、

勤
勉
手
当
な
ど
の
引
き
上
げ
で

す
。

　

産
科
医
療
保
障
制
度
の
見
直

し
に
併
せ
て
、
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
額
を
「
39
万
円
」
か

ら
「
40
万
４
千
円
」
に
見
直
す

も
の
で
す
。

問
　
七
福
町
営
住
宅
建
替
え
に

係
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
が
平

成
26
年
度
に
完
了
で
き
な
い
理

由
は
。

　

可
能
性
調
査
業
務
委
託
契
約

の
相
手
方
と
契
約
金
額
は
。

答　

当
初
予
算
計
上
時
は
、
勉

強
不
足
も
あ
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
契
約
が
単
年
度
で
終
わ
ら

な
い
こ
と
が
他
市
町
村
の
事
例

な
ど
で
分
か
り
、
複
数
年
契
約

と
な
る
た
め
で
す
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、（
株
）長

大
福
岡
支
社
で
、
金
額
は
４
８

６
万
円
で
す
。

問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
業
務
に
係
る
債
務

負
担
行
為
の
補
正
が
１
７
０
０

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
議

会
の
同
意
を
得
て
か
ら
で
も
遅

く
な
い
の
で
は
。

答　

次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

協
議
が
整
っ
た
後
で
予
算
を
執

行
し
ま
す
。

問　

役
場
及
び
関
係
す
る
公
共

施
設
で
働
く
非
正
規
職
員
の
人

数
は
。　

　

ま
た
、
通
勤
手
当
の
支
給
は
。

答　

人
数
は
、
１
０
０
人
程
度

で
、
通
勤
手
当
は
、
支
給
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

問　

住
民
に
対
す
る
給
付
金
な

ど
の
申
請
は
、
き
め
細
や
か
に
、

一
人
の
漏
れ
も
な
く
行
う
べ
き

で
は
。

答　

今
回
の
申
請
漏
れ
に
つ
い

て
の
救
済
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
該
当
者
の
把
握
に

努
め
、
周
知
徹
底
し
ま
す
。

問　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

と
は
。

答　

農
業
者
を
中
心
と
し
た
組

織
を
立
ち
上
げ
、
活
動
計
画
を

作
成
し
、
町
と
協
定
を
結
び
ま

す
。

　

そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
国
、

県
、
町
か
ら
直
接
、
交
付
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。

問　

遠
賀
川
河
川
公
園
関
係
予

算
の
４
５
０
万
円
の
内
容
は
。

答　

国
土
交
通
省
が
実
施
し
て

い
る
ふ
れ
あ
い
橋
周
辺
の
公
園

整
備
に
お
け
る
、
野
芝
種
子
の

吹
付
工
事
費
で
す
。

【整備がすすむ河川公園】
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12月定例会は、12月26日から１月16日まで、会期22日間の日程で開かれました。
条例案・補正予算案等の議案が提出され、審議の結果、賛成多数で可決しました。

答

答

問

答 問

問答 問

国
民
健
康
保
険
条
例
を

　
　
　
　
　
　
一
部
改
正

予
算
委
員
会
の
主
な
質
疑

答 問

12月定例会の主な議案

町
職
員
の
給
与
を
引
き
上
げ

答 問

　
こ
れ
ま
で
、
地
方
公
共

団
体
が
実
施
し
て
き
た
公

共
施
設
等
の
建
設
、
維
持

管
理
、
運
営
等
を
民
間
の

資
金
、
経
営
・
技
術
能
力

を
活
用
し
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
効
率
効
果
的
に

提
供
す
る
発
注
方
式

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
？

（
決
議
の
主
旨
）

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
関
し
て
、

今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え

て
深
く
掘
り
下
げ
た
議
論
を

行
い
、
議
会
を
は
じ
め
関
係

団
体
や
住
民
の
理
解
を
十
分

得
た
上
で
、
予
算
の
執
行
を

す
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に　

対
す
る
附
帯
決
議
を

可
決

　
地
方
自
治
体
が
歳
出
予
算

に
計
上
さ
れ
た
経
費
を
、
次

年
度
以
降
に
負
担
す
る
行
為

の
こ
と
。

債
務
負
担
行
為
と
は
？



①　

本
町
で
は
「
健
康
増
進
事

業
」「
地
域
支
援
事
業
」「
老
人

福
祉
事
業
」
が
活
発
に
推
進
さ

れ
て
い
る
。

　

従
来
ど
お
り
の
事
業
だ
け
で

な
く
、
住
民
活
動
の
中
で
の
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

将
来
の
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

医
療
、
介
護
予
防
、
引
き
こ
も

り
対
策
な
ど
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

　

体
育
協
会
や
公
民
館
の
活
動

を
活
か
し
て
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

を
積
極
的
に
支
援
す
る
べ
き
で

は
。

②　

高
年
齢
者
は
、
医
療
、
介

護
保
険
料
な
ど
負
担
が
多
く
厳

し
い
生
活
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
予
防
接
種
な
ど
の
負
担
軽

減
が
で
き
な
い
か
。

　

肺
炎
球
菌
の
予
防
注
射
の
料

金
を
聞
い
て
敬
遠
す
る
高
齢
者

が
多
い
。

　

将
来
の
医
療
、
介
護
給
付
の

削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的

な
の
で
、
接
種
料
金
の
軽
減
は

で
き
な
い
か
。

③　

敬
老
会
、
敬
老
祝
い
金
制

度
の
復
活
を
考
え
な
い
か
。

　

町
内
18
区
で
は
何
ら
か
の
形

で
敬
老
会
を
区
の
負
担
で
開
催

し
て
い
る
。
復
活
が
困
難
な
ら

補
助
の
制
度
設
定
は
で
き
な
い

か
。

　

敬
老
祝
い
金
（
88
歳
１
万
円

･
１
０
０
歳
以
上
３
万
円
）
は
、

支
給
の
幅
を
広
げ
る
制
度
の
復

活
は
で
き
な
い
か
。

松
尾
町
長　

①　

現
在
、
高
齢
者
対
策
審
議

会
で
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策
定
に
向
け
審
議
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

計
画
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
健
康
増
進
事
業
･
健
康
教

育
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
各
種
検
診
･
地
域
介
護
予

防
活
動
支
援
事
業
･
訪
問
型
通

所
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
ま
で
に
事
業
の

体
制
や
仕
組
み
作
り
を
進
め
、

地
域
な
ど
へ
の
委
託
、
運
営
費

補
助
、
職
員
な
ど
の
派
遣
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

②　

本
町
で
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
負
担
額
は
、
２
市
２
町

で
協
議
し
、
直
方
鞍
手
医
師
会

へ
の
接
種
委
託
料
の
約
３
割
を

目
安
と
し
て
い
ま
す
。

　

負
担
軽
減
は
、
２
市
２
町
、

医
師
会
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③　

敬
老
祝
い
金
は
、
高
齢
者

対
策
審
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

敬
老
会
に
つ
い
て
も
、
自
治
会
、

老
人
会
、
行
政
な
ど
を
含
め
て
、

更
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
21
日
に
、
地
方
創

生
の
理
念
を
定
め
た
「
ま
ち
、

ひ
と
、
し
ご
と
創
生
法
案
」
と
、

活
性
化
に
取
り
組
む
地
方
自
治

体
を
国
が
一
体
的
に
支
援
す
る

「
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
の
地
方
創
生
関
連

２
法
案
が
、
可
決
・
成
立
し
て

い
る
。

①　

総
合
戦
略
の
策
定

　

い
つ
の
時
代
も
日
本
を
変
え

て
き
た
の
は
「
地
方
」
で
あ
り
、

地
方
創
生
で
は
、
地
方
が
自
ら

考
え
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
市
町
村
で
は
、

平
成
27
年
度
に
地
域
の
特
性
を

踏
ま
え
、
５
か
年
計
画
の
地
方

版
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域
創

生
総
合
戦
略
の
策
定
が
必
要
で

あ
る
。

そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
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水
谷
日
出
男
議
員

●
高
年
齢
者
対
策
と
今
後
の
考
え
は

●地方創生への
　　　　取り組みは

吉野 欽也 議員



　

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
、
従
来
と
は
次
元
の
異
な

る
、
斬
新
で
目
玉
と
な
る
政
策

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
町
に
お
け
る
総
合
戦
略
の

体
制
づ
く
り
と
目
指
す
べ
き
将

来
の
方
向
に
つ
い
て
ど
う
す
る

の
か
。

②　

基
本
目
標

　

国
の
地
方
創
生
の
基
本
目
標

は
、
地
方
が
成
長
す
る
活
力
を

取
り
戻
し
、
人
口
減
少
を
克
服

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

国
民
が
安
心
し
て
働
き
、
将

来
に
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
方
を
創
生
し
、
地
方
へ
の

人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

る
。

　

本
町
は
、
人
口
減
少
・
超
高

齢
化
と
い
う
危
機
的
状
況
で
あ

る
。

　

従
来
型
の
発
想
に
と
ら
わ
れ

ず
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
医
療

費
無
料
化
・
保
育
料
の
さ
ら
な

る
引
き
下
げ
・
給
食
費
の
補
助

制
度
の
創
設
な
ど
、
大
胆
な
政

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

松
尾
町
長

①　

地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、

現
在
少
し
ず
つ
概
要
が
見
え
て

き
た
状
況
で
、
は
っ
き
り
し
た

国
の
施
策
の
内
容
が
決
定
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

本
町
で
は
、
全
職
員
を
挙
げ

て
臨
む
態
勢
は
で
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
趣
旨
に
沿
っ
た
計
画

書
を
平
成
27
年
度
中
に
策
定
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

策
定
に
関
す
る
体
制
づ
く
り

や
将
来
の
方
向
な
ど
は
、
国
か

ら
の
提
示
に
基
づ
い
て
、
地
方

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
地
方
版
総
合

戦
略
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

②　

昨
年
６
月
に
、
策
定
し
た

「
移
住
定
住
す
み
よ
か
計
画
」
が
、

人
口
減
少
対
策
や
地
域
の
魅
力

づ
く
り
の
た
め
の
計
画
書
で
す
。

　

近
隣
の
自
治
体
で
は
同
様
の

計
画
は
ま
だ
策
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
本
町
が
一
歩
進
ん
で
い
る

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
は
、
医
療
費
な

ど
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

平
成
27
年
度
に
向
け
て
、
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

①　

本
町
の
職
員
は
、
町
内
の

民
間
企
業
で
働
い
て
い
る
人
に

比
べ
、
給
与
、
待
遇
、
身
分
保

障
な
ど
、
か
な
り
優
遇
さ
れ
て

い
る
。

　

民
間
で
は
一
人
で
出
来
る
仕

事
を
、
役
場
で
は
２
、
３
人
で

こ
な
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。

　

町
長
が
先
頭
に
立
ち
、
職
員

全
員
を
町
内
の
民
間
会
社
で
研

修
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事

の
ス
ピ
ー
ド
、
効
率
、
コ
ス
ト

意
識
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り

勉
強
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

②　

若
者
が
本
町
に
住
み
た
く

な
る
環
境
づ
く
り
を
ま
ず
実
行

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境
な

ど
の
向
上
、
若
者
向
け
低
家
賃

公
営
マ
ン
シ
ョ
ン
の
提
供
、
低

価
格
な
住
宅
用
地
の
提
供
な
ど
、

様
々
な
施
策
が
考
え
ら
れ
る
が
、

町
長
の
考
え
は
。

③　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
地
場
産

業
育
成
の
観
点
か
ら
は
遠
く
か

け
離
れ
た
、
自
治
体
の
ゼ
ネ
コ

ン
活
性
化
対
策
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

七
福
町
営
住
宅
の
建
替
え
は
、

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
第

一
に
考
え
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

　

住
民
、
地
元
の
土
木
・
建
設

業
者
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
行
政
、

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
「
七
福

町
営
住
宅
建
替
え
審
議
会
」（
仮

称
）
を
つ
く
り
、
知
恵
と
総
力

を
結
集
し
、
計
画
書
を
作
ら
な

い
か
。

松
尾
町
長　

①　

本
町
で
は
、
職
員
を
市
町

村
職
員
研
修
所
の
新
規
採
用
職

員
研
修
・
新
任
課
長
・
係
長
研

修
な
ど
に
参
加
さ
せ
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
民
間
企
業
へ
の
研
修

も
検
討
し
、
意
識
改
革
を
促
し

て
い
き
ま
す
。

②　

定
住
促
進
は
、
町
全
体
で

各
施
策
の
充
実
発
展
と
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
「
移
住
定
住
す
み
よ
か

計
画
」
で
94
の
事
業
を
計
画
し
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

③　

七
福
町
営
住
宅
は
、
耐
用

年
数
も
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

建
替
え
の
た
め
に
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
行
政
運
営
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法

を
用
い
て
事
業
を
実
施
す
る
べ

き
だ
と
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【七福町営住宅】

●職員の意識改革を行え
●若者の定住促進の取組
●町営住宅建替えに
　　　伴うＰＦＩ方式とは

和田 立美 議員
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昨
年
６
月
に
成
立
し
た
「
医

療
介
護
総
合
法
」
に
よ
り
介
護

保
険
で
要
支
援
１
・
２
の
人
が

利
用
し
て
い
る
通
所
介
護
と
訪

問
介
護
が
今
年
度
で
廃
止
さ
れ
、

４
月
か
ら
市
町
村
が
行
う
代
替

サ
ー
ビ
ス
（
新
総
合
事
業
）
に

移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
新
総
合
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
指
針
と

な
る
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
案
を

７
月
に
発
表
し
て
い
る
が
、「
自

助
・
自
立
」
の
た
め
の
環
境
整

備
と
説
明
し
て
い
る
と
お
り
、

給
付
費
の
削
減
が
目
的
で
あ
り
、

安
上
が
り
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
案
で
は

三
つ
の
方
法
で
「
費
用
の
効
率

化
」
を
求
め
て
い
る
。

●
認
定
に
至
ら
な
い
高
齢
者
の

増
加
は
な
い
の
か
。

●
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ま

か
せ
て
よ
い
の
か
。

●
要
介
護
認
定
を
窓
口
で
の
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
だ
け
で

済
ま
せ
て
よ
い
の
か
。

●
自
立
の
促
進
と
い
う
こ
と
で

強
制
的
な
サ
ー
ビ
ス
打
ち
切

り
は
な
い
の
か
。

な
ど
多
く
の
不
安
が
あ
る
。

　

執
行
に
あ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
な
い
か
、
本
町
の
受

け
入
れ
体
制
は
で
き
て
い
る
の

か
。

松
尾
町
長

　

介
護
保
険
の
主
な
改
正
内
容

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
費
用
負
担
の
公
平
化

を
図
る
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
現
在
実
施
し
て

い
る

●
転
倒
骨
折
予
防
教
室

●
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
い
る
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
サ
ロ
ン
事
業

●
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
・
筋
力
ア
ッ
プ

教
室

な
ど
の
予
防
事
業
を
、
住
民
主

体
の
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
集
中
予

防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
平
成
29
年
４
月
ま
で

に
、
こ
の
仕
組
み
、
体
制
づ
く
り

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
付
の
負
担
増
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
の
そ

の
後
の
経
過
は
。

　

生
涯
、
元
気
で
幸
福
な
人
生

を
過
ご
す
た
め
、
健
康
づ
く
り

で
個
人
が
行
え
る
も
の

①　

歩
く
･
体
操
･
禁
煙
な
ど

に
、
目
標
を
決
め
て
行
う
。

②　

講
座
（
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
）

や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
。

③　

健
診
･
各
種
の
ガ
ン
検
診

な
ど
を
実
行
し
た
時
に
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
、
貯
ま
っ
た

合
計
数
で
記
念
品
や
町
内
商

店
で
使
用
可
能
な
商
品
券
の

贈
呈
を
行
っ
て
は
。

　

消
防
団
員
は
、
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
尊
い
仕
事
で
あ
る
。

　

今
、
小
竹
町
は
男
性
の
み
の

団
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
の
防
災
を
男
女
が
共
に

担
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
の
か
。

　

消
防
団
員
の
役
目
、
仕
事
内

容
、
報
酬
の
こ
と
な
ど
を
正
し

く
広
報
で
住
民
に
知
ら
せ
、
女

性
が
活
躍
す
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
女
性
消
防
団
員
の
募

集
も
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

【昨年のウォーキング大会の様子】

●健康ポイント制度の
　　　　　　  　　実施を
●女性消防団員の
　　　  　採用を行っては

大安 美佐代 議員

●
介
護
保
険
見
直
し
で

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
な
い
か

宮
野
一
男
議
員
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※事情により変更される場合もありますので、
　あらかじめご了承ください。
※事情により変更される場合もありますので、
　あらかじめご了承ください。

次回の定例会は、３月５日（木）
　　　　　　　　　　　　開会予定です。
次回の定例会は、３月５日（木）
　　　　　　　　　　　　開会予定です。

〈役場前駐車場〉

〈役場裏駐車場〉

役場庁舎

【 議会傍聴案内図 】

〈3階〉

〈1階〉

玄関

掲示板

会計課

議会事務局
議　場

階段

階段 階段
税務
住民課

ロビー
テレビ放映

総務課

生活
環境課

健康
増進課

福祉課

電算室

テレビ放映（議会傍聴）は役場ロビー
又は総合福祉センターロビーで放映
しています。

傍
聴
席

総合福祉
センター
ロビー
テレビ放映

地域包括
支援セン
ター

消防
小竹出張所

※
傍
聴
席
は
、電
算
室
横
階
段
よ
り

　

３
階
ま
で
あ
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
・
管
財
課
・
産
業
課
・
建
設
課

〈
役
場
横
駐
車
場
〉

松
尾
町
長

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
国

が
増
大
す
る
医
療
費
抑
制
政
策

の
一
つ
と
し
て
、
個
人
を
対
象

と
し
て
健
康
増
進
、
疾
病
予
防

の
た
め
の
取
り
組
み
を
促
す
制

度
で
す
。

　

本
町
で
は
、
財
政
的
な
こ
と

や
費
用
対
効
果
も
あ
り
、
今
の

と
こ
ろ
引
き
続
き
検
討
す
る
と

い
う
状
況
で
す
。

　

他
の
市
町
村
に
お
け
る
こ
の

事
業
に
対
し
て
検
証
さ
れ
た
情

報
を
収
集
し
、
本
町
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
他
の
自
治

体
の
ま
ね
で
は
な
く
、
本
町
に

合
っ
た
事
業
と
し
て
内
容
を
よ

く
検
討
し
、
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
へ
の
諮
問
を
含
め
て
、

引
き
続
き
、
実
施
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。

　

女
性
消
防
団
員
の
採
用
は
、

本
町
に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
女
性
消
防
団
員
の

募
集
に
努
力
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
町
全
般
的
に
災
害

時
要
支
援
者
の
方
々
へ
の
防
災

指
導
な
ど
は
、
自
治
会
な
ど
の

自
主
防
災
組
織
、
各
地
区
の
民

生
委
員
、
消
防
団
が
一
体
と

な
っ
た
組
織
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
活
動
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
、
今
後
さ
ら
に
整
え
て
い
き

ま
す
。

ご 

あ 

い 

さ 

つ

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
は
、
春
の
息

吹
が
感
じ
ら
れ
る
三
月
で
す
。

　

冬
は
必
ず
春
と
な
る
、
私
の
大
好
き
な
言
葉
で
す
。
ど
ん
な

に
厳
し
い
冬
で
も
、
ど
ん
な
に
辛
い
人
生
で
も
、
い
つ
か
き
っ

と
春
が
め
ぐ
っ
て
き
ま
す
。

　

ど
ん
な
時
で
も
希
望
を
失
わ
ず
、
明
日
に
向
か
っ
て
前
進
し

て
い
き
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
竹
町
も
こ
れ
か
ら
の
４
年
の
間
に
、
新
し
い
町
に
生
ま
れ

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
一
つ
一
つ
の
議
案
審
議
に
全
力
を
傾
け
、
皆
様
か

ら
の
お
声
を
代
弁
し
て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
委
員
も
新
し
い
議
員
が
加
わ
り
、
皆
様
が
議

会
を
間
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

４
年
間
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
会
委
員
長　

大
安
美
佐
代
）

　全員協議会とは、地方自治法第１００条第

１２項の規程により議案の審査または議会の

運営に関して協議、調整を行うために設置さ

れます。

　議会では、町執行部及び関係職員等に説明

員として出席していただき、下記のとおり開

催しました。

　◎平成２７年　２月　２日 （月）
　　協議事項「庁舎建設について」

　◎平成２７年　２月　９日 （月）
　　　　　　　  ２月１９日 （木）
　　協議事項「七福団地建替えに伴う
　　　　　　　　　　PFI事業について」

議
会
広
報
編
集
員
会

　

委
員
長　

大
安
美
佐
代

　

副
委
員
長　

谷
川　

龍
児

　

委　
　

員　

和
田
賢
二
郎

　

委　
　

員　

峯
岡　
　

均

　

委　
　

員　

秋
吉　

俊
英

全員協議会を開催全員協議会を開催


